
2024 MILBON ESG/SDGsマトリックス

リアルとデジタルを活用した知販ビジネスの確立
milbon:iD会員登録者数、ミルボン知販メソッド（スマートサロン）日本全国展開主要都市数の
増加

美しさを通じた心の豊かさの実現 〇 ● ●

ライフタイムビューティパートナー育成 スタジオ・イベント・教育動画年間延べ利用人数、エデュケーションiD会員登録者数の増加 美しさを通じた心の豊かさの実現 〇 〇 ● ●

取締役会の多様性強化 公正かつ柔軟な経営体制 ● ●

最適なガバナンス体制の検討 〇 ●

取締役会の実効性向上 公正かつ柔軟な経営体制 ●

内部統制 機能的な内部統制システムの確立 ●

取締役による投資家との積極的な対話の推進 ● ●

取締役会への定期的なIRコミュニケーションの還元 ● ●

ESG調査機関への積極的な情報開示と社内情報還元 ● ●

サステナビリティ基本方針に則した活動の実施 ● ●

取締役会を中核としたサステナビリティ推進体制の継続運用と改善 ● ●

国連グローバル・コンパクトに準拠した対応 ●

サステナビリティ教育 継続した社員へのサステナビリティ教育の実施 ● 〇

統合報告書の発刊 ステークホルダーに向けた定期的な統合情報の発信 ●

統合コミュニケーションの実践 統合報告書を用いたステークホルダーとのダイアログの実施 ●

リスクマネジメント 経営会議メンバーで構成されるリスクマネジメント委員会の運営 ● ●

生産部門におけるBCPの体制と訓練の継続運用 ● 〇 〇 〇

全社BCP基本方針に則した運用と改善 ● 〇 〇 〇

コンプライアンス コンプライアンス対応力の強化 階層型、部門別の研修、従業員意識調査の継続実施 〇 〇 〇 ●

公正な取引の遵守 取引に関する法令の遵守と、社内浸透 関係法令の把握と社内浸透施策の検討 ● ●

サステナブル調達基本方針の策定 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ●

サプライヤーに対するSAQ及びサステナブル調達評価機関の活用 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ●

反社会勢力の排除 反社会勢力の排除指針の策定 反社会勢力排除指針の策定 ●

倫理方針に則した活動 汚職、腐敗防止を含む倫理行動指針に則した活動の実施 ●

内部通報制度の活用 外部設置の内部通報窓口の周知と運用 ● ●

あらゆる差別の禁止 人権方針に則した活動 人権方針に則した活動の実施 ● ● ●

社内人権教育の実施 社員に向けた人権教育の継続実施 〇 ● ●

人権侵害加担の回避 人権デューデリジェンスの実施、可能な限り人権侵害ゼロの実現 人にやさしい調達活動 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ●

若手社員が働き続けられる環境 新卒〜3年目社員の離職率の継続的な低減 働きがいのある職場環境の実現 〇 ● ●

従業員の働きがい エンゲージメントサーベイの実施と重要テーマの設定、改善 働きがいのある職場環境の実現 〇 ● ●

健康経営の実践 健康経営の継続的な実践 ● 〇

労働時間短縮・有給取得の促進 所定外労働時間の短縮、有給休暇取得率70％以上の取得推進 働きがいのある職場環境の実現 〇 ●

安全な職場環境の整備 全社安全衛生委員会の継続実施 〇 ●

安全運転活動の推進 交通事故発生率12％以下の継続達成 〇 〇

多様なキャリアパスモデルの実現 多様な人材が活躍できる人事制度の確立 ● ● ●

専門職育成の推進 専門職評価制度の継続運用と改善 ●

社会

人材の育成

従業員の健康・安全

人権の尊重

企業倫理

●=直接的に関連があると考えられる。 〇=間接的に関連があると考えられる。

SDGs 17目標との関連
中⻑期的取組みテーマESG ESG重要課題 主な目標（KPI項目） ５つの最重要課題

美と心

コーポレート・ガバナンス

企業統治

美しさを通じた心の豊かさの実現

サステナビリティマネジメント体制の確立

IR（投資家との対話）

サステナビリティ・マネジメント

ガバナンス

BCP管理
リスクマネジメント

サプライチェーンマネジメント 原料調達のサプライチェーンマネジメントの実施

働きがいの向上



SDGs 17目標との関連
中⻑期的取組みテーマESG ESG重要課題 主な目標（KPI項目） ５つの最重要課題

障がい者雇用とその支援 法定雇用率以上の継続雇用と地域団体との協働推進 〇 ● 〇 〇 〇

多様性と労働環境の平等性の確保 多様な人材が働き続けられる環境の実現 ● ●

女性活躍の推進 女性管理職比率20％の達成 ● ● ●

デジタルの活用 事業活動の生産性向上に寄与するデジタルの活用 ●

働き方改革制度改正への対応 ⻑時間労働の是正 〇 ● 〇 〇

最新薬事法に遵守した安全な製品づくり 各種最新法令勉強会の継続実施 ●

品質管理の強化 安全性確認STEPの体系化と製品劣化防止の徹底 ●

製品の安全性確保 経時、衝撃試験の体系化 ●

消費者に対するサービス支援 消費者目線の情報提供 アクセスしやすいBtoBtoCコミュニケーションツールの運用 〇 〇

消費者データ保護およびプライバシー データセキュリティとＰＢ保護 個人情報データのセキュリティ継続強化 〇

環境方針に則した活動 環境方針に則した活動の実施 ● ● ● ● ● ● 〇

ISO14001の取得 ゆめが丘工場におけるISO14001の取得 ● ● ● ● ● ● 〇

産業廃水のクリーン化 管理状況の調査、排水の無害化度合いを数値化、排水の回収業者の監査の実施 ● ● ●

大気汚染物質の無害化 生産工程における大気汚染物質の種類と対策を検討、排出状況の数値化の実施 ●

廃棄物の責任ある取り扱い 廃棄量と廃棄方法の把握、削減活動の推進 ●

原料・資材のトレーサビリティ確保 サプライチェーンSAQの継続実施 〇 〇 ● ● 〇 ●

石油由来バージンプラスチック使用量の継続的な削減 再生・循環型の生産・消費活動 ● ● 〇

地域コミュニティと連携したリサイクル推進活動 再生・循環型の生産・消費活動

持続可能な販促等製作物の提供 FSCマーク資材の使用、デジタル化移行の推進 〇 〇 ●

持続可能なパーム油の調達 RSPO認証パーム油採用率100％の実現 人にやさしい調達活動 ● 〇 ● ● ●

紙の使用量削減 事業所での紙使用量の把握と削減の推進 〇

電力使用量削減 再生可能エネルギーへの切り替えの推進 ● ●

生産用ガス量削減 使用量の把握、削減の推進 ● 〇

TCFD提言に基づく気候変動への対応 取締役会を中核とした積極的な対応の推進 再生・循環型の生産・消費活動 ● 〇 ● ●

Scope1、Scope2 排出量の削減 2050年国内カーボンニュートラルに向けた活動の推進。海外事業所排出量の把握。 再生・循環型の生産・消費活動 ● 〇 ●

Scope3排出量の削減 排出量の把握方法の確立。 再生・循環型の生産・消費活動 ● ● ● ●

水質保全活動 水質保全活動の推進 地域コミュニティと連携した水質保全活動の実施 ● ● 〇 ● ● ●

RSPOパーム油の調達 RSPO認証パーム油の採用による生態系破壊加担の回避 ● ● ● 〇 ● ●

地域コミュニティとの連携 地域コミュニティと連携した生物多様性確保の実施 ● ● 〇 ● ● ●

廃棄の削減 製品・原料・資材廃棄の削減 販売予測精度の向上、品質保証期間の延⻑を推進 ● 〇 〇

環境

省エネルギー推進

製品の品質と安全性の確保

気候変動の緩和及び気候変動への適応

持続可能な資源の利用

環境汚染の予防

環境マネジメント

ダイバーシティ＆インクルージョン

ワークスタイル変革

資材の脱プラスチック化、省プラスチック化

生物多様性の確保


